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整備イメージ 整備イメージ 

新堀通［Ｗ=20.0ｍ］ 【にぎわい道路】

 

他門川通［Ｗ=32.0ｍ］ 【環境・景観道路】

 

４３ 

整備前 

整備後 

整備前 

整備後 
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５．今後の課題 

１）都心環状道路の早期完成のための整備手法 

 

〇 同一路線間（万代島ルート線）内における事業優先順位の検討 

  （渋滞対策 or 環状道路網の早期整備のどちらを優先させるか？） 

 

※ 即効的な効果が期待される渋滞対策に比べ、環状道路網の整備は都市構造の体質改

善を図るもので、都市の快適性や公共交通の利便性向上といった長期的な視点に立っ

た政策展開への理解・効果検証が必要 

     → 都市内道路の再構築に関する政策方針・評価手法の提示 

 

〇 通過交通の抑制、自動車交通の誘導施策 

・ 都市内の幹線道路網の整備推進（環状道路他） 

・ 総合交通政策（信号制御・交通規制）による交通流の誘導、適正化 

 

２）基幹公共交通軸の整備促進 

 

〇 将来における基幹公共交通軸（LRT 他）･トランジットモールの導入を想定した段階

的な施策の展開 

・ 既存公共交通システムの改善、有効活用 

・ 将来の導入に備えた環境整備 

  （新潟駅連続立体交差事業の促進、導入空間の確保【現状：バス優先レーン→バス

専用レーン→ＬＲＴ導入・トランジットモール】など） 

  ・ 交通事業者、道路管理者への支援制度の拡充 

     → 公共交通事業（民間を含む）への積極的関与･指針の明確化 

 

〇 公共交通利用促進に向けた気運の醸成（市民の理解と協力・・） 

・ 市民・行政・交通事業者の協力連携 

 

３）都心地区における関連施策の推進 

 

  ・ 歩行者が回遊するための仕掛けづくり（快適な歩行者・自転車導線網の整備、 

掘割の復元、レンタサイクルステーションの拡大ほか） 

・ 都心環状線内の駐車場（西堀地下駐車場等）へのアクセス経路の検討 

・ 総合交通規制の見直し（一方通行･右折規制など） 

・ 放置自転車、荷捌きスペース、駐停車対策など 
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高崎市におけるケーススタディ Ⅱ 

１．高崎市における主な道路の整備状況と課題 ２．都市内全体の道路の再構築 

①現状 

②再構築後 

・骨格幹線道路を放射環状

に整備することでトラフ

ィック機能の強化 
・合併後の都市間公共交通

軸の改善 
・公共交通優先の骨格幹線

道路の交差点改善 課題：・高崎市は関越自動車道、上信越自動車道、北関東自動車道の高速自動車道、上越新幹線、長野

新幹線等鉄道高速交通網をはじめ交通の結節点の交流拠点都市としてまちづくりを進め、その

骨格となる高速交通網の受け皿の道路網整備に取り組んでいる。 

・さらに、合併に伴い合併先町村の中心部と新市の都心部を連結する交通網の早期整備（都市計

画道路の整備率は合併前５３．６％、合併後４２．１％）は新市発展に欠かせない重要な課題

となっている。 

・高速交通網を連結し、通

過交通を分散・迂回させ、

交通を整流化させる外環

状線、環状線、都心環状

線と１２放射型都市計画

道路の整備が急務 
・環状線は整備が完了して

いるが、既に交通量が飽

和状態であることから、

外環状線（都市計画決定

済みの約４割、延長３．

５ｋｍは事業中）の整備

促進 
・合併に伴う交通ネットワ

ークの拡大による骨格幹

線道路の交差点処理に課

題 

IC 

交差点改善

歩行系ネット
ワークの整備 

公共交通軸の整備

IC 

凡例： 

   環状道路 

   幹線道路 

   高速道路 

   事業中 

   未整備 

凡例： 

   環状道路 

   幹線道路 

   高速道路 

環状線

外環状線

都心 
環状線 

都心 
環状線 

環状線

外環状線

 

 




